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今月のみどころ
・救援物資をお届けしました

・災害時要援護者登録制度

・国民健康保険税率のお知らせ

・後期高齢者医療制度のお知らせ

・リサイクルステーション

赤ちゃんを抱くのって…
（５月30日・増穂中思春期体験教室／町民会館）



　
5
月
31
日
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
善
意
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
の
大
島
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
こ
の
救
援
物
資
は
、
3
月
27
日
に

収
集
し
た
5
ト
ン
を
超
え
る
も
の

で
、
そ
の
す
べ
て
を
お
届
け
し
ま
し

た
。

　
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
山
梨
県
を
通
じ
、
自
衛

隊
北
富
士
駐
屯
地
へ
搬
入
し
て
、
自

衛
隊
が
被
災
地
へ
の
輸
送
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
募
集
し
ま
し
た
が
、
収

集
直
後
に
受
け
入
れ
が
終
了
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
直
接
、
被
災
市

町
村
や
県
人
会
、
県
外
に
お
住
ま
い

の
本
町
出
身
者
な
ど
を
通
じ
、
受
け

入
れ
地
を
探
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
首
都
圏
増
穂
会
役
員

の
方
の
お
知
り
合
い
で
、
気
仙
沼
市

出
身
の
方
を
通
じ
、
物
資
の
受
け
入

れ
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
届

け
し
た
も
の
で
す
。

　
救
援
物
資
は
、
5
月
30
日
に
4
ト

ン
車
2
台
と
職
員
5
人
が
仮
置
場

の
旧
五
開
小
学
校
を
出
発
し
、
約

6
4
0
㎞
、9
時
間
の
輸
送
を
経
て
、

気
仙
沼
大
島
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
気
仙
沼
大
島
は
、
本
土
か
ら
7
・

5
㎞
離
れ
、
面
積
9
・
05
㎢
、
人
口

約
3
、0
0
0
人
の
有
人
離
島
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
津
波
が
襲

い
、海
沿
い
で
多
く
の
家
が
流
さ
れ
、

東
西
か
ら
押
し
寄
せ
た
津
波
は
中
央

部
で
衝
突
し
、
島
は
一
時
南
北
に
分

断
さ
れ
、
島
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火

災
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島
と
本
土

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
座
礁
し
て
、
行

き
来
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
救
援
物
資
が
あ
ま
り
行
き

届
い
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　
広
島
県
か
ら
フ
ェ
リ
ー
を
借
り
受

け
、
就
航
で
き
た
こ
と
か
ら
物
資
の

輸
送
が
可
能
に
な
り
、
今
回
の
輸
送

と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
現
在
建
設
中

の
仮
設
住
宅
の
住
民
な
ど
島
民
に
配

布
さ
れ
ま
す
。

　
大
島
は
、
2
度
の
津
波
で
島
が
2

分
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島
の

交
通
の
主
要
で
あ
る
フ
ェ
リ
ー
が
係

留
さ
れ
た
ま
ま
陸
上
に
上
が
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
地
震
の
当
日
は
、

本
庁
で
会
議
が
あ
り
、
そ
の
日
は
島

に
帰
れ
ず
、
翌
日
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

上
空
か
ら
島
を
見
た
ら
火
事
と
津
波

の
水
で
、
地
獄
の
よ
う
で
し
た
。

　
島
で
は
、
若
い
人
た
ち
は
消
火
活

動
、
そ
の
他
の
人
は
火
災
を
食
い
止

め
る
た
め
の
防
火
帯
と
な
る
道
路
の

瓦
れ
き
撤
去
を
自
主
的
に
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
寝
た
き
り
の
人
以
外
は

総
出
で
活
動
し
て
く
れ
た
の
で
、
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
行
動
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
島
は
観
光
と
養
殖
で
成
り

立
っ
て
い
る
島
で
す
。「
み
ど
り
の

真
珠
の
島
」
と
称
え
ら
れ
た
こ
の
島

を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、
が
ん
ば
っ

て
復
興
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

気
仙
沼
市
大
島
の
被
災
状
況
の
写
真

気
仙
沼
市
大
島
災
害
対
策
本
部
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災

▶
物
資
が
気
仙
沼
に
向
け
出
発

▶
現
地
で
は
島
民
と
物
資
の
搬
出
作
業

気仙沼市総務課
齋藤敏弘さん

町民の皆さまからの救援物資は、

宮城県気仙沼市の大島へ
お届けしました
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災
害
発
生
時
に
は
、
道
路
の
寸
断

や
、
橋・電
柱
な
ど
の
倒
壊
に
よ
り
、

消
防
や
行
政
に
よ
る
救
助
活
動
が
す

ぐ
に
行
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
災
害
発
生
時
に
、
自
力
ま

た
は
家
族
の
力
で
も
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
対
す
る
安
否
確
認
や

避
難
支
援
は
、
近
隣
住
民
の
協
力
が

と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
援
護
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行

う
た
め
に
は
、
援
護
を
必
要
と
す
る

方
の
住
所
や
親
族
の
連
絡
先
、
身
体

の
状
況
な
ど
を
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
」

と
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
町
と
地
域

で
共
有
し
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や

避
難
支
援
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
の

制
度
で
す
。

【
対
象
と
な
る
方
は
】

　
災
害
が
発
生
し
た
時
な
ど
に
自
力

ま
た
は
家
族
の
援
助
が
あ
っ
て
も
避

難
す
る
の
が
困
難
な
在
宅
高
齢
者
及

び
障
害
を
持
つ
方
な
ど
（
災
害
時
要

援
護
者
と
い
い
ま
す
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

【
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
】

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
住

い
の
地
区
を
担
当
す
る
地
域
の
民
生

児
童
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
は
、要
援
護
者
本
人
ま
た
は
、

家
族
か
ら
の
申
請
が
基
本
で
す
が
、

身
体
状
況
な
ど
に
よ
り
、
自
ら
申
し

出
が
で
き
な
い
方
、
自
分
で
は
記
入

困
難
な
方
は
、
民
生
児
童
委
員
が
お

宅
を
訪
問
し
、
支
援
カ
ー
ド
の
記
載

（
代
筆
を
含
め
）
及
び
提
出
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
は
あ
く
ま
で
も
希
望

者
と
し
ま
す
。

【
支
援
者
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
】

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
要
援
護

者
の
安
否
確
認
や
、
一
緒
に
避
難
す

る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
対
応
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
隣

近
所
の
方
に
お
願
い
す
る
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。

【
支
援
が
で
き
る
方
へ
】

　
隣
近
所
で
要
援
護
者
の
登
録
を
さ

れ
る
方
か
ら
支
援
者
に
な
っ
て
欲
し

い
と
の
お
願
い
が
あ
っ
た
場
合
は
、

積
極
的
に
お
受
け
い
た
だ
き
、
支
援

者
と
し
て
の
登
録
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
支
援
者
は
、
あ
く
ま
で
も
善
意
に

よ
る
地
域
の
助
け
合
い
の
た
め
の
支

援
者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
責
任
を
と
も
な
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
支
援
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ

る
個
人
情
報
（
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
な
ど
）
に
つ
い
て
町
が
支
援
関

係
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

情
報
は
、
行
政
及
び
支
援
関
係
者
が

適
切
に
管
理
し
、
支
援
活
動
以
外
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
│
7
2
0
7

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
被
災
時
の
支
え
と
な
る
地
域
力
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、

い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
自
力
避
難
が
困
難
な
方

が
近
隣
の
支
援
者
を
通
し
て
無
事
避
難
で
き
る
よ
う
、
要
援
護
者
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

災害時要援護者登録制度のしくみ

災害時の安否確認、
避難支援、援護活動

要援護者 相談

民生児童委員

申請

町で台町を作成

平常時は日常の声かけ、見守り活動

支援者や支援団体に要援護
者の情報提供

支援者・支援団体・
区及び自治会など

要
援
護
者
登
録
を
し
て
安
心
な
毎
日
を

「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
」
を
活
用
く
だ
さ
い
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算
定
方
法
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
保
険

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護

保
険
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
ご
と

に
、
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
の
4
項
目
に
よ
っ
て
算
出

し
、
こ
の
合
計
額
を
各
世
帯
で
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
介
護
分
を
納

め
て
い
た
だ
く
の
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
、
医
療
保
険
分
及
び
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
を
納
め
て
い
た
だ

く
の
は
加
入
者
全
員
で
す
。

限
度
額
が
引
上
が
り
ま
す
。

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
国
民
健

康
保
険
税
の
賦
課・課
税
限
度
額
を
、

医
療
保
険
分
は
50
万
円
か
ら
51
万
円

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
13
万

円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護
保
険
分
は

10
万
円
か
ら
12
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
税
は

　
世
帯
主
が
納
め
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
る
義
務
者
は
、
世

帯
主
の
方
で
す
。
世
帯
主
が
職
場
の

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

な
ど
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の
加
入

者
で
も
、
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
い

る
場
合
は
、
世
帯
主
あ
て
に
国
民
健

康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ

と
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
脱
退
手

続
き
な
ど

　
町
民
生
活
課
保
険
年
金
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
22
│
7
2
0
9

国
民
健
康
保
険

本
年
度
の
保
険
税
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国

民
健
康
保
険
税
と
国
や
県
の
負
担
金
な
ど
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
は
国
民
健

康
保
険
税
の
税
率
改
正
は
行
わ
ず
、
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す
。
保
険
税
の
納

付
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今年度の納付期限は次のとおりです。納税通知書及び納付書は、7月中旬ころお送りします。

月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

期別 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

納付
期限 8/1 8/31 9/30 10/31 11/30 12/26 1/31 2/29 4/2

平成23年度
国民健康保険税率

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

0～ 74歳の方 0～ 74歳の方 40～ 64歳の方

所
得
割

加入者の前
年所得から
産出した基
準総所得金
額の

4.70％ 1.30％ 1.00％

資
産
割

加入者の当
年度固定資
産税の

27.80％ 7.20％ 4.60％

均
等
割

加入者1人
につき 22,200 円 6,200 円 6,600 円

平
等
割

加入世帯 1
世帯につき 22,800 円 5,600 円 4,200 円

賦
課
限
度
額

1 世帯当た
りの年度最
高納付額

50万円
↓

51万円

13万円
↓

14万円

10万円
↓

12万円

平成 23年度国保税の納付期限
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　倒産・解雇・雇い止めなどにより職を失った方の国民健康保険税を軽減する制度が、昨年より継続
されます。
◎対象者
次のすべてに該当する方
①平成 21年 3月 31日以降に離職した方
②離職時に 65歳未満の方
③給与所得額が 0円でない方
④ 雇用保険受給資格者証の離職理由コードが表に該当する方
※対象コードであっても下記の方は対象ではありません。
　・ 季節的に雇用される又は短期の雇用に就く事を常態とす

る、短期雇用特例被保険者の方（特例受給資格者証）
　・65歳到達日以降に離職された方（高齢者受給資格者証）
◎軽減の内容
　・国民健康保険税の算定基礎となる、前年所得の給与所得分をその 30/100 とみなして計算します。
　・ 国民健康保険税の均等割、平等割の軽減、高額療養費、限度額認定証等の所得区分判定を行う際

に給与所得を 30/100 として計算します。
◎軽減期間
　離職日の翌日から翌年度末までの期間です。
　◇離職日と軽減期間については下記の表を参照して下さい。
◎申請方法
　申請書の提出が必要となります。
　随時、町民生活課　保険年金担当窓口（本庁舎⑦番）にて受け付けています。雇用保険受給資格者証、
国民健康保険被保険者証、印鑑をお持ち下さい。

離職日と軽減期間

　対象期間 中の施行日以降で の期間の国保税が軽減されます。

特定受給資格者に対応する
離職理由コード

11、12、21、22、31、32

特定理由離職者に対応する
離職理由コード
23、33、34

　引き続き倒産や解雇などにより職を失った方の

　国民健康保険税が軽減されます。
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◆平成 23年度保険料決定通知が送付されます
　後期高齢者医療保険料は、7月に計算され平成 22年中の収入
状況に応じて、年間確定保険料額（平成 23年 4月～平成 24年
3月分まで）を決定します。
　賦課期日（原則 4月 1日、世帯で始めて被保険者が出た場合
は、その時点）現在の世帯状況で、軽減（減額）賦課判定を行
います。
　また、年の途中で資格を有した場合にはその月から、年の途
中で資格を喪失した場合にはその前月分まで月割で計算します。

保険料のお支払い方法について
　保険料のお支払は、以下の 2通りの方法があります。
①【年金】からのお支払　⇒ 特にお手続はありません。但し「年金天引」を中止し、口座振替

を選択する場合は町民生活課保険年金担当へお申出ください。
②【口座振替】でのお支払⇒ 特別徴収（年金天引）の対象とならない方は、金融機関へ口座振

替のお手続をしてください。

後期高齢者医療被保険者証は郵送で交付します
平成 23年度の保険証は薄紫色です。

　現在使われている「後期高齢者医療被保険者証」は、7月 31日で使用できなくなります。
　新しい保険証（薄紫色）は 7月下旬に簡易書留で交付い
たします。お手元に届きましたら、お名前等をご確認いた
だき、病院等で診療を受ける際には窓口にご提示ください。
　また、保険料を完納されていない方につきましては、有
効期限が短い場合もございますのでご了承ください。
　現在お使いの保険証（薄緑青色）は、8月以降は使うこ
とができません。新しい保険証が郵送された後に廃棄して
ください。

限度額適用・標準負担額認定証も郵送で交付します。
認定証の色は変更ありません。

　限度額適用・標準負担額認定証についても保険証と同じく切替となります。前年
度交付を受けていて、適用要件に該当される方については、職権で引き継ぎ処理を
し交付させていただきますのでご確認ください。
　なお、こちらの認定証は色の変更がありません。有効期限を良く確認して使用し
てください。
　また、新たに後期高齢者医療に加入された方や入院され該当となる方は、申請が
必要となりますので、町民生活課保険年金担当窓口でお手続をお願いします。

◆詳しくは、町民生活課保険年金担当　☎ 22－7209 までお問い合わせください。

後期高齢者医療制度のお知らせ

◀
今
年
度
は
薄
紫
色
で
す
。

保険証
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～河川水質検査結果から～

　
「
川
に
親
し
み
、
水
辺
に
ふ
れ
あ

う
運
動
」
推
進
強
調
月
間
の
一
環
と

し
て
、河
川
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
住
民
の
み
な
さ
ま

が
身
近
な
河
川
へ
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
河
川
の
重
要
性
を
認
識
し
、

河
川
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め

の
活
動
で
す
。
多
く
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　
時　
7
月
3
日
（
日
）

※ 

時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

区
で
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
一
般
土
木
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
3

みんなでまもろう　きれいな河川
～河川水質検査結果から～

　川を汚す原因の大半が私たちの家庭から流れ出る水で、トイレから排出されるし尿と台所や風呂場、洗濯などから排出
される生活雑排水の大きく2つからなっています。河川が汚れていると魚が住めなくなるばかりか農作物にも悪影響を与え、
浄化能力もなくなり自然環境を破壊しています。
　町では、河川の汚れを監視するため年1回町内の河川13ヵ所で水質検査を実施しています。主な河川の3ヶ年の水質
状況検査結果を比較する以下のとおりです。

採水場所 項目年度 PH B.O.D C.O.D SS 大腸菌群数

戸川上流
H20 7.9 0.6 1.4 1.0 790
H21 8.0 0.5 以下 1.7 4.0 7,900
H22 7.8 0.5 以下 1.2 1.0 49

戸川下流
H20 8.1 0.7 1.2 1.0 17,000
H21 8.0 0.5 以下 1.2 1.0 13,000
H22 8.0 0.6 2.3 1.0 240,000

JA ふじか
わ青柳支店
の裏

H20 7.6 3.6 3.2 2.0 540,000
H21 7.8 1.7 1.4 1.0 33,000
H22 7.7 3.0 3.0 1.0 49,000

戸川・畔沢
川合流点下
流

H20 7.7 0.9 1.1 1.0 11,000
H21 8.0 0.5 以下 1.1 2.0 49,000
H22 8.2 0.5 以下 1.6 1.0 3,300

大柳川下流
H20 7.8 0.5 以下 1.4 8.0 490
H21 7.9 0.5 以下 1.1 15.0 790
H22 8.0 0.5 以下 1.3 1.0 490

基準項目
◎  PH（水素イオン濃度）酸性または、アルカリ性
の程度を示す指標。PH7 は中性を示し、それ以上
の数値はアルカリ性、それ以下は酸性を示す。

◎  BOD（生物科学的酸素要求量）河川水の汚濁の程
度を示す代表的な指標として使われる。この数値
が大きいほど河川が汚れている。

◎  COD（科学的酸素要求量）湖沼については、
BODの代わりに汚濁の程度を示す代表的な指標
として使われ、この数値が大きいほど湖沼は汚れ
ている。

◎  SS（浮遊物質量）水中に浮遊している粒径 2 mm
以下の不溶性物質。数量が大きいほど汚れている。

◎ 大腸菌群数　大腸菌はそれ自体、人の健康に有害
なものではなく、人畜の排泄物などによる汚濁の
指標として「大腸菌群」として使われる。

戸川上流  大腸菌群数についても改善が見ら
れ、清潔な状況になりました。

戸川下流  大腸菌群数が大きく増加していま
す。また、B.O.D、C.O.D の数値
にも若干増加が見られます。

JAふじかわ青柳支店の裏
  B.O.D の値が大きく増加していま

す。また、C.O.D、大腸菌群数の
値にも増加が見られます。

戸川・畔沢川合流点下流
  C.O.D に若干の増加が見られます

が、大腸菌群に改善が見られます。
大柳川下流  ここ数年、清潔な状況が保たれてい

ます。

ご家庭でできる排水対策
　河川の汚れを防ぐためには、下水道への接続や浄化槽の設置
の普及に努める必要があります。また、私たち一人ひとりが、
排水に心がけていくことも大切です。これからも、河川の水質
浄化にご協力ください。家庭でできる次の排水対策を実施する
よう心がけてください。
○汚れた食器は、洗う前にぼろ布などでふきとってから洗いま
しょう。

○台所の三角コーナーにろ紙袋をつけましょう。
○使用済の天ぷら油は、直接流さず新聞紙やぼろ布に吸わせる
か、凝固剤を利用して固形にしてごみに出しましょう。廃食
油はリサイクルステーションで回収していますので、ご利用
ください。

○お米のとぎ汁は、植木などにまきましょう。
○浄化槽を適切に管理し、定期的に保守点検・清掃をしましょう。

結果から…

▶
昨
年
の
河
川
清
掃

河
川
清
掃
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
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今
ま
で
は
、
ゴ
ミ
だ
っ
た
ミ
ッ
ク

ス
ペ
ー
パ
ー
や
新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

が
資
源
に
な
り
、
町
の
可
燃
ご
み
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
の
住
む
本
町
5
区
に
は
、
3
カ

所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す

が
、
最
初
は
、
間
違
え
た
使
い
方
を

す
る
方
が
い
ま
し
た
が
、
利
用
方
法

に
つ
い
て
区
の
会
合
な
ど
で
繰
り
返

し
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
理
解
が

得
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
、
油
で
水
路
が
詰
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
油
も
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、

河
川
浄
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
川
の
ゴ

ミ
が
減
ら
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

面
倒
が
ら
ず
に
、
き
れ
い
に
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
欲
し
い

で
す
。

　
今
後
は
学
校
な
ど
で
資
源
ご
み
の

勉
強
を
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
子
か

ら
親
へ
の
教
育
が
一
番
有
効
だ
と
思

い
ま
す
。

　
町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
や
分
別
収

集
に
よ
る
資
源
循
環
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
町
内
各
地
区
に
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
行
い
、
平
成
23
年
5
月
末
現

在
で
、
町
内
1
6
6
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
普
及
し
て
き
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」。

町
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
今
後
も
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
す
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
使
用
方
法
と
、
す
で
に
運
用
を
開
始
し
て
い
る
皆
さ

ん
か
ら
利
用
し
て
い
る
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
、
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
が
使
用
し
や
す
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

町
環
境
衛
生
委
員
長
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

杉野忠良さん
（本町 5）

リサイクルステーションって
　各家庭から出される再生可能な紙類（ミック
スペーパー）、プラスチック類、ビン、缶、食用
油、ペットボトルなどを一時的に集積しておく
場所で、24時間持込みが可能な施設です。
　富士川町では、組ごとに設置を進めており、
現在166基（平成23年5月末現在）設置され
ています。
　リサイクルステーションの普及と比例して、
可燃ゴミの処理量が減少しています。

ポイント 　リサイクルステーション
は、可燃ゴミなどの集積所ではありません。
　陶器、ガラス類、蛍光管、乾
電池は従来どおり荷札で排出し
ていただき、粗大ゴミは、粗大
ゴミ収集（業者へ持込み）をご
利用ください。

ごみから資源へ！

　リサイクルステーションで
資源ごみを再利用

平成 23. 7 月号　No.16（8）



封筒（窓付はフィルムを除く）、画用紙、コピー用紙、名刺、手紙、
はがき、紙コップ、ノート、レシート、手紙、祝儀袋、空き箱、写真、
カレンダー、シュレッダー紙、領収書、パンフレット、ジュースパッ
ク（水洗い済）、タバコの空き箱（銀紙付可能）・その他　リサイク
ルマークのあるもの

ミックスペーパーの出し方
　紙袋や紙箱に入れて出す。または
紙ひもで縛ってください。
※ビニール袋、レジ袋に入れて出さ
ないでください。
※新聞、雑誌。ダンボール、牛乳パッ
クは、ステーション内の別の場所に
出してください。
※汚れた紙や不衛生な紙は出せませ
んので、燃えるゴミ
に出してください。
（例：紙おむつ、使
用したティッシュ
ペーパー、キッチン
ペーパー、トイレッ
トペーパーなど）

リサイクルステーションに出せる品目と出し方
種類 品　　　　　　目 出　　　し　　　方

紙　類
新聞・雑誌・チラシ・ダンボール それぞれに分けて紙ひもで束ねる
牛乳パック 水洗いして乾かしてから紙ひもで束ねる
ミックスペーパー（その他の紙） 紙袋または紙箱に入れて専用袋へ

ビン類 無色ビン・茶色ビン・その他のビン 必ずキャップを取り、中を水洗いして、それぞれのコンテナへ
缶　類 アルミ缶・スチール缶・缶詰の缶・スプレー缶 中に異物がないように水洗いし、できるだけつぶしてコンテナへ
廃
食
油

収
集
す
る
油

菜種油・大豆油・コーン油・紅花油・ヒマワリ油・
綿実油・ゴマ油

「廃食油収集箱」の中にあるポリタンクに廃食油を移し入れるか、
2リットル以下のペットボトルに廃食油を入れてそのまま出す

ペットボトル キャップとラベルを取り除き、中を水洗いし、乾かしてからコン
テナへ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

白色トレイ（発泡スチロール類） ラップやテープをはがし、水洗いし、乾かしてから青いネットへ
ボトル類（シャンプー容器など）

汚れているものは、水洗いし、乾かしてから青いネットへ

網・ネット類（みかんネットなど）
包装用フィルム類（外包装用フィルム）
レジ袋・ポリ袋類（冷凍食品などの袋）
キャップ類（プラスチック製ふた）
プラスチック容器・カップ類（弁当容器など）

リサイクルステーションに出せない品目
陶器・ガラス類・電池・蛍光管・汚れの落ちないビン・化粧品・薬品ビン・耐熱ガラス⇒荷札で出してください。
粗大ゴミ⇒粗大ゴミ収集（持ち込み）をご利用ください。詳しくはごみ収集計画表をご覧ください。

▲整理整頓されたステーション内
大木ミルさん
（天神中条）

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
内
に
で
き
て

か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
品
目
を

意
識
し
て
分
別
し
て
い
ま
す
。

　
県
外
か
ら
嫁
い
で
き
た
の
で
、
地

域
が
一
緒
に
な
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
素
晴
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
人
が
子
ど
も
の
目
の
前

で
ゴ
ミ
を
資
源
に
す
る
姿
を
見
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
強
制
で
な
く
、
普
通

に
行
う
力
を
養
う
た
め
の
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
今
後
も
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

リサイクル可能なミックスペーパーは？

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
て
い
ま
す
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　3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震では、未曾有の災害を被りました。この地震で、東京電力の発電施
設にも甚大な被害が発生し、電力の需要と供給のバランスが極めて厳しい状況にあります。
　これから夏に向けて本格的な電力需要のピークを迎えます。大規模停電など不測の事態に陥らないように、私た
ち一人ひとりが節電に心がけましょう。

私たちができる節電のポイント
待機電力を削減！

使用していない場合にも電力が
消費されている「待機時の消費
電力」。それをいかに減らしてい
くのかが重要となります。

こまめにスイッチオフ！
照明も電化製品も必要なときだ
け使い、使わないときには、こ
まめにスイッチを切りましょう。
また、長時間使わない場合は、
プラグを抜きましょう。

エアコンで節電！
レースのカーテンやすだれなど
で日差しをカットしましょう。
外出時は、昼間でもカーテンを
閉めると効果的です。
フィルターが目詰まりしている
と冷房効果が下がります。2週
間に一度はフィルター掃除をし
ましょう。

照明で節電！
ランプや傘が汚れると、明るさ
は低下します。汚れやすい場所
は、こまめに手入れをしましょ
う。必要のない明かりはこまめ
に消しましょう。

テレビで節電！
使用していない場合にも電力が
消費されている「待機時の消費
電力」。それをいかに減らしてい
くのかが重要となります。

こんなところで節電！
～ライフスタイルを見直して節電！～

早寝早起きは、夜の消費電力を抑えることになり、節電につながります。
早寝早起きの健康スタイルを実践しましょう。食事や団らんのときは、
家族みんなで一つの部屋に集まりましょう。照明やエアコンの節電に
なります。

冷蔵庫で節電！
開閉が多いと冷気が逃げてしま
います。開いている時間を短く、
余分な開閉をしないようにしま
しょう。また、物を詰め込みす
ぎると冷気
の流れがわる
くなりますの
で、詰め込み
過ぎに注意し
ましょう。

宝くじ文化公演

GON T I T I コンサート
日　　時：9月11日（日）午後4時（午後3時30分開場）
会　　場：富士川町ますほ文化ホール
入場料金：全席指定2,000円（当日2,500円）
　　　　　チケット好評発売中 !!

※ 入場料は宝くじの助成により特別料金となって
います。
さわやかな風のような、上質のギターサウンドを
お楽しみください。
　◆問い合わせ先　　ますほ文化ホール　☎22－8811

家庭の節電にご協力ください
みんなで取り組もう　夏の省エネルギー対策
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4
月
に
開
催
さ
れ
た
「
富
士
川
町
大
法
師
さ
く

ら
祭
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
入
選
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
選
者
と
画
題
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

◆
最
優
秀
賞

　
「
花
見
頃
（
は
な
み
ご
ろ
）」

　
　
沼
倉　
　
司
（
富
士
吉
田
市
）

◆
優
秀
賞

　
「
桜
見
物
」　
岡
田　
泰
文
（
甲
斐
市
）

◆
入　
選

　
「
楽
し
い
さ
く
ら
ま
つ
り
」

　
　
井
上　
　
樹
（
天
神
中
条
）

　
「
大
法
師
公
園
の
桜
」

　
　
ト
リ
チ
ョ
ー
ブ　
セ
ッ
タ
ポ
ン
（
神
奈
川
県
）

　
「
春
の
日
」　
日
原
美
恵
子
（
甲
州
市
）

◆
特
別
賞

　
「
春
、
爛
漫
」　
佐
野
ふ
た
み
（
甲
府
市
）

※
入
選
作
品
は
、
7
月
1
日
〜
7
月
15
日
町
民
会

館
1
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。（
月
曜
日
を

除
く
・
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

下水道施設点検のお知らせ
　町では、下水道施設の損傷状況の確認のため、下記のとおりマンホールと公共ますの点検を行います。公共ます
の点検時には、皆さまの敷地に入ることもありますが、ご理解とご協力くださいますようお願いします。

1．作業地区　　　　　鰍沢本町地区及び駅前地区（公共下水道整備地区）
2．作業予定期間　　　平成23年7月～平成23年12月（作業する職員は職員証を携帯しています。）

　【節水のお願い】
　今年の夏は、東日本大震災の影響により、電力会社から供給される電力が不足することが予想されています。
　山梨県で管理する下水道施設では、大量の『汚水』を『きれいな水』にするため、多くの電力を使っています。
　下水道施設に入ってくる汚水の量が減少することによる、節電効果は大きいものと考えられますので、各ご家庭
においては、節水を心がけて頂きますようお願いします。

◆いずれも問い合わせ先は、上下水道課　☎22－7204

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
者
発
表
！

▶
最
優
秀
賞
「
花
見
頃
（
は
な
み
ご
ろ
）」

節水すると…
　下水道施設で処理する汚水量が減り…
　　使用する電力を削減できます。

点検箇所
（分流式）

大
法
師
さ
く
ら
祭
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
者
発
表
！

（11）平成 23. 7 月号　No.16



　町の主要施設や各種計画などを町の皆さまに知っていただくため、ふじかわ探検バスが発車します。
　夏休みの思い出に、ご家族での参加もお待ちしています。
◆日　　時 平成23年8月2日（火）　午前8時30分～午後4時
◆内　　容  かじかざわ児童センター、つくたべかん、峡南消防署などの施設を見学します。つくたべかん

では、子どもでも楽しめる調理体験を行います。
◆対　　象 町内在住の方ならどなたでも結構です。
 ただし、小学生以下は大人の方同伴とします。
◆参 加 費 1,000円（昼食代、体験料を含む）
◆募集人員 50名（応募者多数の場合は抽選）
◆募集期間 7月1日（金）～7月20日（水）
 　（土日祝祭日は除く）
◆申込方法 電話、FAXまたはメールで。
◆申込先・問い合わせ先
 企画課広聴広報担当　☎22－7216
 メール　kikaku@town.fujikawa.lg.jp
　※参加者には、詳しい日程など後日通知します。

　まもなく夏山登山のシーズンが到来します。櫛形山は、雄大な富士山と南アルプスの大パノラマ、幽玄な原
生林、約100種類の花が咲き誇るお花畑など自然豊かな夢の楽園です。夢の楽園「櫛形山」の夏の花を観賞
しながらのトレッキングを行います。
　トレッキングおよび高山植物の解説などは、「櫛形山を愛する会」が行います。皆さまのご参加お待ちして
います。
◆開催日・集合時間 平成23年7月31日（日）午前8時集合
◆集合・解散場所 富士川町増穂ふるさと自然塾（平林）
 ※登山口まで送迎有
◆募　集　人　員  20名※先着順（申込後、参加決定通知、

詳細日程を送付します）
◆参　　加　　費  1,000円（当日徴収、送迎車両代、傷害

保険料含む）
◆申　込　方　法 電話のみで受付けます。
◆締　　切　　日  7月 21日（木）締切。定員になり次第

締め切ります。
◆申込先・問い合わせ先
　　商工観光課観光振興担当　☎22－7202

トレッキングコース
　池の茶屋林道終点　⇒　池の茶屋登山道　⇒　櫛形山山頂（2,052m）　⇒　裸山　⇒　原生林　⇒
　ほこら小屋　⇒　南尾根登山道　⇒　櫛形山林道

櫛形山夏の花トレッキング開催！

学ぼう
！ ふじかわ探検バスが発車します！見よう！

◀
昨
年
の
町
政
バ
ス
か
ら

参加者
募集

▲トレッキングの様子

高山植物
の宝庫 櫛形山夏の花トレッキング開催！
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峡
南
広
域
行
政
組
合
で
は
、
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
（
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
）

事
務
職
Ⅰ
・
Ⅱ
、
消
防
職
A
・
B　

若
干
名

◆
受
験
資
格

【
事
務
職
Ⅰ
】
昭
和
58
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者

お
よ
び
卒
業
見
込
み
の
者
並
び
に
同

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
。

【
事
務
職
Ⅱ
】
昭
和
61
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
者

お
よ
び
卒
業
見
込
み
の
者
並
び
に
同

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
。

【
消
防
職
A
】
昭
和
62
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
平
成
24
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者

【
消
防
職
B
】
昭
和
62
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
消
防
職
A
に
該
当
し
な

い
者
か
つ
高
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
者

※
す
べ
て
の
職
種
と
も
に
、
峡
南
広

域
行
政
組
合
管
内
に
居
住
し
て
い
る

者
ま
た
は
居
住
し
得
る
者
。
普
通
運

転
免
許
所
有
者
ま
た
は
採
用
ま
で
に

取
得
可
能
な
者
。
消
防
職
に
は
、
別

途
必
要
要
件
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　
平
成
23
年
7
月
19
日
（
火
）
か
ら

8
月
9
日
（
火
）
ま
で
。
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
。）

◆
試
験
日　

平
成
23
年
9
月
18
日

（
日
）
第
1
次
試
験

◆
試
験
場
所　

山
梨
大
学
甲
府

キ
ャ
ン
パ
ス
（
甲
府
市
武
田
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

峡
南
広
域
行
政
組
合
事
務
局
総
務
課

　
☎
32
│
5
0
1
1

　

広
報
6
月
号
16
ペ
ー
ジ
「
赤
ち
ゃ

ん
ス
テ
ー
ジ
」
の
欄
で
、「
池
田
一
衛

く
ん
」と
あ
る
の
は
、「
池
田
一
護
く
ん
」

と
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

町職員採用試験を行います
　町では、来年度採用の事務職Ⅰ・Ⅱ、土木職の試験を実施します。事務職と土木職は、受付方法、試験会場が違
いますので、ご確認のうえ申し込んでください。

【土木職】（富士川町採用試験）
◆職種及び採用予定人員
 土木職Ⅰ　若干名
◆受験資格  昭和58年4月2日から平成2年4月1

日までに生まれた者で、大学を卒業した
者および卒業見込みの者並びに同程度の
学力を有する者。かつ富士川町内在住者、
または採用後富士川町内に在住できる者。

◆受付期間  平成 23年 7月 19日㈫から8月9日㈫
まで。午前8時30分～午後5時15分ま
で（土・日曜日を除く。）

 ※郵送の場合は8月9日消印有効
※インターネットで申し込む場合は、平
成23年7月19日㈫午前0時～8月2
日㈫午後5時15分まで（正常に受信
したものまでとする。）

◆試 験 日 平成23年9月18日㈰　第1次試験
◆試験場所 富士川町役場1階会議室
◆申し込み・問い合わせ先
 総務課総務人事担当　☎22－7201

【事務職】（山梨県町村職員統一採用試験）
◆職種及び採用予定人員
 事務職Ⅰ・Ⅱ　若干名
◆受験資格
【事務職Ⅰ】  昭和58年4月2日から平成2年4月1

日までに生まれた者で、大学を卒業した
者および卒業見込みの者並びに同程度の
学力を有する者。かつ富士川町内在住者、
または採用後富士川町内に在住できる者。

【事務職Ⅱ】  昭和61年4月2日から平成6年4月1
日までに生まれた者で、高校を卒業した
者および卒業見込みの者並びに同程度の
学力を有する者。かつ富士川町内在住者、
または採用後富士川町内に在住できる者。

◆受付期間  平成 23年 7月 19日㈫から8月9日㈫
まで。午前8時30分～午後5時15分ま
で（土・日曜日を除く。）

 ※郵送の場合は8月9日消印有効
※インターネットで申し込む場合は、平
成23年7月19日㈫午前0時～8月2
日㈫午後5時15分まで（正常に受信
したものまでとする。）

◆試 験 日 平成23年9月18日㈰　第1次試験
◆試験場所 山梨大学甲府キャンパス（甲府市武田）
◆申し込み・問い合わせ先
 総務課総務人事担当　☎22－7201

山梨県警察官採用試験のお知らせ
　山梨県警察では、平成24年4月採用の警
察官採用試験を実施します。
◆職種及び採用予定人員
　警察官A 男性・武道指導（男性）・女性
　警察官B 男性・女性
◆受験資格 A： 大学卒業，大学卒業見込み

の方
 B：A以外の方

※受験職種により受験資格や
要件が異なります。

◆受付期間 7月20日㈬～8月19日㈮
 （電子申請は8月12日㈮まで）
◆試 験 日 9月18日㈰　第1次試験
◆問い合わせ先・採用試験案内請求先
　鰍沢警察署警務課　☎22－0110

峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正
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地
デ
ジ
化

　

7月 1日～7月31日
第 61回「社会を明るくする運動
　～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～強調月間」（法務省主唱）
「青少年の非行問題に取り組む強調月間」（内閣府主唱）

主唱　富士川町青少年総合対策本部・富士川町教育委員会・青少年育成富士川町民会議
　　　富士川町民生児童委員協議会・鰍沢保護区保護司会・富士川町ふれあい110番の家「連絡会」

『青少年育成区民会議』開催
主　旨　　「地域の子は地域で

守り育てる」
テーマ　　「ふれあい地域づくり」

　今年も各地区で開催します。青少年の心を育てる
地域の大人の輪を広げ、子どもたちが安心して生き
生きと過ごせる環境づくりのため、積極的に参加、
発言し、行動に移していきましょう。

※ 青少年育成区民会議集会開催日程につきまし
ては、各地区ごとに連絡しますので、多くの
皆さまのご出席をお願いいたします。

◆問い合わせ…青少年育成富士川町民会議事務局　☎22－5361（教育委員会内）

▲第 1回ふじかわこどものひろば

地
デ
ジ
化

お
済
み
で
す
か
？

地デジのことなら
何でも聞いてください

ご相談・問い合わせは
　☎055－213－2200
総務省テレビ受信者センターデジ
サポ山梨
　平日　　　9時～21時
　土日祝日　9時～18時
※つながらない場合は
　☎03－4334－1111

でんわ急げ！　デジサポへ

第1日曜日「家庭の日」
　家族みんなで心のふれあいを持つ日です。

第3日曜日「青少年を育む日」
　青少年の社会参加を推進する日です。

7月 24日
アナログ放送
終了 !!
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6
月
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月

間
」
で
あ
り
、
6
月
23
日
か
ら
29
日

の
一
週
間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」で
す
。本
年
度
は「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・

ア
ク
シ
ョ
ン
」（
積
極
的
改
善
措
置
）

の
推
進
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
社
会
の
様
々
な
活
動
に
参
画

す
る
男
女
の
格
差
を
改
善
す
る
た
め

に
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
女
性

に
積
極
的
に
機
会
を
提
供
す
る
取
り

組
み
で
す
。

　

女
性
は
人
口
の
半
分
、
働
い
て

い
る
人
の
4
割
余
り
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
政
治
・
経
済
・
社

会
な
ど
の
多
く
の
分
野
の
活
動
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
他
の

先
進
国
と
比
較
し
て
、
指
導
的
立

場
で
活
躍
す
る
女
性
は
少
な
い
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
周
り
は
い
か
が
で
す

か
？

　
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら

れ
て
い
る
方
々
は
…
。

　
職
場
で
の
上
司
に
女
性
は
…
。

　
P
T
A
な
ど
の
役
員
さ
ん
は
…
。

　

や
っ
ぱ
り
男
性
が
多
い
で
す
よ

ね
。「
男
性
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
女
性
で
は
困
る
と
い
う
、
固

定
観
念
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

「
男
で
な
け
り
ゃ
ー
」
と
い
う
考
え

が
ま
だ
ま
だ
強
い
の
で
す
。

　
山
梨
県
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
・
女
性

の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
環
境
を

整
え
、
こ
れ
ま
で
女
性
の
参
画
が
少

な
か
っ
た
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
女

性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
も
地
域
社
会
も
き
っ
と
変

わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

［5月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落札業者

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定業務委託 町 内 1,780,000 ㈱日水コン山梨事務所
富士川町教育振興計画策定業務委託 町 内 1,617,000 ㈱ サ ン ニ チ 印 刷
町内小・中学校エアコン設置工事設計業務委託 町 内 4,960,000 ㈱ 馬 場 設 計
増穂中学校給食備品購入 天 神 中 条 1,480,000 山梨ステンレス㈱
町道利根川添 1号線舗装打換工事 長 沢 6,480,000 新 津 建 設 ㈱
小室山・第 5保育所冷暖房設備設置工事 小室・鰍沢 7,210,000 ㈱ 伸 電 工 業
第 3保育所冷暖房設備設置工事 最 勝 寺 4,800,000 峡 南 電 機 ㈱
第 2保育所冷暖房設備設置工事 長 沢 4,546,000 ㈱ 大 成 電 気
第 1保育所冷暖房設備設置工事 天 神 中 条 5,800,000 ㈲ 深 沢 電 器 商 会
町民会館図書室エアコン設置工事 青 柳 町 1,460,000 ㈱ 伸 電 工 業
増穂南小学校図書室エアコン設置工事 小 室 1,580,000 峡 南 電 機 ㈱
鰍沢中部小学校体育館雨漏り補修工事 鰍 沢 1,070,000 源 工 業 ㈱
増穂中学校給食室サッシアルミ化改修工事 天 神 中 条 4,750,000 ㈲ 一 之 瀬 工 務 店
町道青柳横通り線配水管切回し工事 青 柳 町 790,000 ㈱ 大 久 保 管 工
町道利根川公園 2号線配水管布設替工事 小 林 2,098,000 高 橋 商 事 ㈲
町道最勝寺青柳 1号線外配水管布設替工事 最 勝 寺 7,200,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備
町道丸山線水路改修工事 平 林 3,830,000 ㈱ 三 興 建 設
農道中村南 2号線拡幅工事 小 林 1,490,000 源 工 業 ㈱
青柳汚水枝線 32－2－23－1 号管布設工事 最 勝 寺 12,400,000 ㈱ 天 満 組
小林汚水枝線 30－23－2 号管布設工事 𣇃米・小林 11,700,000 神 田 建 設 ㈱
町道平林伊奈ヶ湖線道路改良工事 平 林 21,400,000 ㈱ 三 興 建 設
東川付け替え工事（23－3） 青 柳 町 39,580,000 ㈱ 巽 建 設
東川付け替え工事（23－4） 青 柳 町 32,000,000 ㈱ 天 満 組

活かそう
女性のちからを

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

山梨県内の各分野での女性の占める割合
管理職「県職員」  3.5％
　〃　「市町村職員」  6.9％
県の審議会委員など 25.6％
市町村の審議会委員など 20.1％
県議会議員  3人
市町村議会議員 42人

（H23. 3末現在）
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◇どんなお仕事をしていますか？
　私立保育園たんぽぽ子どもの家で保育士として、1
歳児を担当しています。
　子どもたちと毎日楽しく過ごしています。
◇富士川町をどう思いますか？
　町全体が穏やかでゆったりとした雰囲気に包まれて
いて、親切な方も多く、住みやすい町だと思います。
◇富士川町に期待することは？
　いつまでも、美しい自然と、のどかな田園風景を残
して欲しいです。
　また、子どもが思いきり遊べるような公園を増やし
て欲しいです。
◇ご趣味は？
　映画鑑賞と読書です。
　特に吉田修一さんの本が好きです。
◇将来の夢は？
　ボリビヤのウユニ塩湖に行ってみたいです。
　モロッコに行ってサハラ砂漠も見てみたいですね。

　「自分の色を出して、この絵が私の描いた絵と分かる
絵を描きたいですね。」と話す小木曽さんは、静物画を
中心に油絵を描いています。
　油絵を始めたきっかけなどについてお聞きすると、
「50歳の時、会社の先輩から『退職後のライフワーク
のために何か趣味を持ったほうが良いよ。』と言われ、
高校時代に絵を描いていたことや絵を見に行くことが
好きだったことから、カルチャースクールの絵画コー
スに通い、その後、太平洋美術会山梨支部に入会し、
現在まで描き続けています。私は、身近にあって手軽
に描けるものを中心に描き、風景画などはスケッチを
してきて、そのスケッチを活かしながら、イメージを
膨らまして描いています。人工的ではない自然物に魅
力を感じ、風景画にもあまり人工物は入れません。絵
では、実際にはないものをそこにあったかのように書
く心の目が必要とされています。師事している先生に
は、『心眼で描きなさい』とよく言われていますが、と
ても難しいですね。」と笑顔で話されました。
　「昨年、山梨県造形美術会公募展に出展して、初出品
で最高賞の知事賞に選ばれました。今年も挑戦するた
めに、現在、作品の制作を行っています。また、9月
には、私自身3回目の個展を甲府市で行うことになっ
ていますので、それに向けて作品作りに没頭している
毎日です。油絵は、完成がありません。一度完成した
と思って筆をおいた後にも、描き加えることができま
す。油絵の魅力は、自分の色を出すことができること。
今はまだできませんが、い
ずれはそれができて、この
作品は、小木曽の作品と
言ってもらえると最高で
すね。それを目指してがん
ばります。」と熱心に話さ
れました。

網倉　桃子さん
［26歳・青柳町］

長田　七
なな

海
み

ちゃん
6歳

（青柳町）
親子遠足で行ったまかいの牧場で
友だちとウサギにニンジンをあげ
ているところを描きました。

自分の色を出すために日々精進
小木曽信之さん（長沢）
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【バレーボール】
平成23年度支部対抗親睦バレーボール大会（5月29
日・町民体育館）
　　優　勝 長沢支部
　　準優勝 青柳町下支部
【綱引き】
第24回関東綱引選手権大会（6月12日・小瀬スポー
ツ公園）
　女子の部
　　優　勝 富士川すまいる

　利根川スポーツ公園テニスコートがオムニコート（砂
入人工芝コート）として完成しました。
　一般利用者への貸出しは、平成23年 6月27日（月）
からとなります。
　使用を希望され
る方は、教育委員
会で申請をお願い
します。
◆問い合わせ先
　教育委員会
　☎22－5361

【
短　

歌
】

三
陸
産
の
ワ
カ
メ
と
あ
り
ぬ
も
ど
し
た
る
濃
ゆ
き
み
ど
り
に
泪
ぐ
み
た
り

 

堀
内　

竹
子

震
災
を
な
げ
く
か
今
年
の
大
法
師
の
さ
く
ら
は
満
開
を
た
め
ら
う
如
し

 

大
森
ま
つ
ゑ

そ
し
て
ま
た
眼
を
つ
む
れ
ば
あ
あ
く
ろ
き
黒
き
津
波
の
お
し
よ
せ
て
く
る

 

秋
山
美
弥
子

【
俳　

句
】

地
に
散
れ
ば
地
よ
り
湧
き
く
る
牡
丹
の
香 

神
田　

初
枝

植
ゑ
終
へ
し
田
に
山
の
影
雲
の
影 

深
沢
ゑ
み
子

い
ぬ
ふ
ぐ
り
蛇
籠
に
瑠
璃
の
玉
を
成
し 

吉
武
み
ど
り

【
川　

柳
】

春
雨
に
ぬ
れ
て
被
災
地
暗
き
雨 

原
田
ひ
で
子

ど
ん
底
に
落
と
さ
れ
人
の
ぬ
く
み
知
る 

樋
口　

文
子

一
〇
〇
億
円
や
れ
ぬ
が
つ
り
銭
募
金
箱 

大
森　

征
子

はじめてみよう
省エネ・エコ生活

『原発に頼らない社会へ』
『地球環境がわかる』
『エコで豊かになるヒン
ト』
『エコな暮らしができる家
づくり』
『発電貯金生活のススメ』
『緑のカーテンの育て方・
楽しみ方』　など

新刊案内

『真夏の方程式』東野圭吾著　　『左手一本のシュート』
『アンダルシア』真保裕一著　　『日本人の誇り』
『下流の宴』林真理子著
『わたしの3.11』茂木健一郎著
『世界一わかりやすい放射能の本当の話』
『なぜ「これ」は健康にいいのか』

・とき　7月9日（土）
　　　　11時～正午
・場所
　　町民会館3階大ホール
・内容
　　『じごくのそうべい』（16分）
　　『百目あずきとぎ』（15分）
　　『名犬物語』（20分）（無　料）

富士川町・富士川町教育委員会主催
深沢幸雄先生より町へ寄付

銅版画集
『中原中也「汚れっちまった悲しみに…」』展
と　　き 6月24日（金）～7月24日（日）
 開館日　金・土・日・祝祭日
 午前11時～午後5時
場　　所 ギャラリー青柳（青柳町363）
入 場 料 無料
展示作品 『春の夜』『蜻蛉に寄す』
 『汚れっちまった悲しみに』など
◆問い合わせ先
　教育委員会　☎22－5361

お知らせ

テニスコートが完成しました
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区
の
名
称
の
由
来

　
本
町
3
区
は
、上
北
町
、上
南
町
、

畔
沢
町
の
3
つ
が
一
緒
に
な
っ
て
新

し
い
区
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

上
町
（
上
北
・
上
南
）
は
、
下
（
し

も
）
に
対
し
て
上
で
上
宿
と
い
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
畔
沢
町
は
、
畔
沢
川
に
沿
っ
て
集

落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

約
7
0
0
m
の
細
長
い
組
で
す
。

区
の
目
じ
る
し

　
そ
の
昔
、戸
川
の
ほ
と
り
に
は「
戸

川
公
園
」
が
あ
り
、
さ
く
ら
に
囲
ま

れ
た
鰍
沢
の
憩
い
の
場
所
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
サ
ー
カ
ス
な
ど
色
々
な

催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

公
園
は
今
、
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
鰍
沢

簡
易
裁
判
所
、
鰍
沢
検
察
審
査
会
、

鰍
沢
地
区
検
察
庁
、
法
務
局
鰍
沢
支

局
、
教
育
文
化
会
館
、
鰍
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
峡
南
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
な
ど
官
公
庁
が
多
く
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

区
の
名
勝
旧
跡

◆
妙
法
神
堂
と
山
車

　
毎
年
7
月
17
日
に
行
わ
れ
る
「
妙

法
神
堂
祭
典
」
は
、
人
出
、
屋
台
と

も
に
多
く
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
祭
り
で
あ
り
、
区
民
の
交
流

の
場
と
し
て
も
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
鰍
沢
地
区
に
は
、
4
台
山
車
が

あ
り
ま
す
が
、
上
町
の
山
車
は
、
唯

一
、回
り
舞
台
の
装
置
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
山
車
が
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
「
山
車
保
存
庫
」
が
妙
法
神

堂
南
に
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月は、本町3区です。

◆
上
町
水
道

　

上
町
に
は
、
戸
川
の
伏
流
水
が

脈
々
と
湧
き
出
る
昔
な
が
ら
の
協
同

水
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
今

で
も
湧
き
水
を
利
用
し
て
洗
い
物
や

食
材
を
冷
や
す
な
ど
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。次
世
代
に
残
し
た
い
宝
で
す
。

地
区
の
防
災

　
本
町
3
区
の
中
で
も
、上
北
組
は
、

早
く
か
ら
自
主
防
災
会
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
訓
練
・
防
災
研
修
な
ど
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
本
町
3
区
内
の
他

の
組
と
の
合
同
訓
練
及
び
研
修
を
行

い
、
逼
迫
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
東
海

地
震
対
策
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

中澤　唯雄さん
86歳
畔沢組

区民紹
介

区の概要
　人　口 376 人
　世帯数 148 戸
　区　長 芦澤武美氏

（平成 23年 6月 1日現在）

区民紹
介

本町 3区きっての情報通
　中澤さんは、鰍沢地区の情報通であり、本町3区の
ご意見番的存在です。中澤さんに畔沢についてお聞き
しました。
　組内に水神宮があり、畔沢を水難から守ってくれま
した。昔、お宮は組のほぼ中央にありましたが、家の
減少に伴い、現在では組の最上流に位置しています。
　時代が大きく変わり、川で遊ぶ子どもが組内にいな
くなったことや畔沢川のカジカガエルの声と蛍の光が
見えなくなったことがとても寂しいです。いつの日か
この光景がよみがえってくることを祈っています。
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わたしたちの
区を紹介しま～す。

▲上町水道

▲妙法神堂

▼上町の山車保存庫
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こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
毎
回
「
食
」

に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。「
食
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
る
背
景
に
は
、
近
年
の
食
生
活
の

乱
れ
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
あ

り
、
国
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
が

強
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
食
は

人
間
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
基
盤

と
な
る
も
の
で
、
日
頃
か
ら
き
ち
ん

と
し
た
食
生
活
を
心
が
け
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
「
食
育
」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？　

食
育
と
は
、「
子
ど
も
の
頃

か
ら
食
に
対
す
る
興
味
を
育
て
、
食

を
通
し
て
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
、
元
気
に
過
ご
せ
る
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

「
食
」
を
学
ぶ
場
は
、
保
育
所
、
学

校
、
地
域
な
ど
様
々
に
あ
り
ま
す

が
、
家
庭
で
の
食
育
が
基
礎
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
、
5
つ
の

力
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
こ
の
5
つ
の
力
は
、
体
験
を
通
し

て
身
に
つ
い
て
い
く
も
の
で
す
。

　
地
域
で
も
料
理
教
室
な
ど
、
体
験

を
通
し
て
食
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
開
催
日
程
は
広
報

や
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

先
月
号
で
は
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た

が
、
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？

　
今
回
は
農
林
水
産
省
で
取
り
組
ん

で
い
る
【
め
ざ
ま
し
ご
は
ん
】
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

【
め
ざ
ま
し
ご
は
ん
】

　

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

15
歳
〜
19
歳
の
10
人
に
1
人
、
20
代

で
は
3
人
に
1
人
が
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。

　
人
間
は
寝
て
い
る
間
に
体
温
が
下

が
り
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い

と
、
寝
て
い
る
間
に
下
が
っ
た
体
温

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
日
の

活
動
の
準
備
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
習
慣
が

あ
る
人
と
な
い
人
と
で
は
、
勉
強
、

仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
精
神
面
で
も
大

き
な
差
が
生
じ
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を

食
べ
な
い
と
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

不
足
し
、
集
中
力
や
記
憶
力
が
低
下

し
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
朝
ご

は
ん
を
毎
日
食
べ
る
と
答
え
た
人
の

ほ
う
が
、
肥
満
傾
向
率
は
低
い
と
い

う
統
計
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
、「
朝
ご
は
ん

を
食
べ
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
少
し
で

も
寝
て
い
た
い
。」
と
い
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
日
を

す
っ
き
り
し
た
気
分
で
過
ご
す
た
め

に
、
ま
ず
は
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り

食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
夏
も
暑
く
な
る
で
し
ょ
う

か
？

　
震
災
の
影
響
も
あ
り
節
電
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
上
手
に
涼
を
取
り
な

が
ら
熱
中
症
に
は
ぜ
ひ
気
を
つ
け
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
熱
中
症
と
は
、
乳
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
起
こ
り

う
る
も
の
で
、
体
温
の
調
節
が
う

ま
く
出
来
な
く
な
り
、
汗
を
か
く

こ
と
で
行
っ
て
い
る
体
温
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
崩
れ
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

①
気
温
が
急
に
高
く
な
っ
た
と
き
。

②
気
温
が
高
く
な
く
て
も
湿
度
が
高

い
と
き
。

③
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
砂
地
の
上
に
い
る
と
き
。

な
ど
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
室
内
で
も
起
こ
る

こ
と
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
の
症
状
と
し
て
は
、
様
々

あ
り
ま
す
が
、め
ま
い
、顔
面
蒼
白
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
け
い
れ
ん
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
予
防
が
大
切
で

す
が
、
体
調
の
管
理
（
寝
不
足
や
疲

れ
、
下
痢
な
ど
を
し
て
い
な
い
か
）、

水
分
補
給
（
の
ど
が
渇
い
た
と
思
う

前
に
補
給
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
時
は
塩

分
、
糖
分
の
含
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
が
よ
り
よ
い
）
服
装
や
日
よ

け
（
通
気
性
の
良
い
も
の
、
帽
子
や

日
傘
な
ど
）
ま
た
、
部
屋
の
風
通
し

に
も
気
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
で
も
、
も
し
症
状
が
出
て
し
ま
っ

た
ら
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
衣
服
を
緩

め
休
憩
す
る
。
体
を
冷
や
す
。（
太

い
血
管
の
あ
る
脇
の
下
や
首
、
足
の

付
け
根
を
冷
や
す
）
風
を
送
る
。
少

し
ず
つ
水
分
補
給
（
塩
分
含
め
）
を

す
る
。重
症
の
場
合
は
病
院
へ
い
く
。

　
最
近
は
熱
中
症
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
知

識
不
足
に
よ
っ
て
防
げ
て
い
な
い
状

況
も
あ
る
よ
う
で
す
。
正
し
い
知
識

を
も
っ
て
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は、笠井保健師です。

熱
中
症
対
策
と
そ
の
ケ
ア

身
に
つ
け
た
い
5
つ
の
力

①
食
べ
物
を
選
ぶ
力

②
味
が
わ
か
る
力

③
料
理
を
す
る
力

④
食
べ
物
の
命
を
感
じ
る
力

⑤
元
気
な
体
が
わ
か
る
力
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　5月 29 日、役場本庁舎会議室において、国際
交流協会定期総会が行われました。記念講演では、
NPO法人災害・防災ボランティア未来会代表の
山下博史さんが「災害発生に備えたネットワーク
づくり」と題した講演が行われました。

　5月 28日、山梨中銀スタジアムで「富士川町・丹波山村サンクスデー」として、ヴァンフォーレ甲府対モンテディオ山形戦が行
われました。両チームには、本町出身選手が所属し、熱い戦いが繰り広げられました。試合後には、本町出身の両選手が握手を交
わし、健闘を誓い合っていました。ヴァンフォーレ甲府の柏好文選手（中央写真左）モンテディオ山形の長谷川悠選手（中央写真右）。

国際交流協会定期総会

ヴァンフォーレ甲府　富士川町サンクスデーで両雄激突！

　

5
月
21
日
、
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
＆
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
ゲ
ー
ム
や
工
作
な

ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　大木花子さん（青柳町）が、町
内の保育所、小中学校、児童館へ
と動物の写真集を 15冊寄贈して
くれました。

小・中学校などに本を寄贈
　5月 23 日、増穂西小学校において、平
成 23年度「人権の花」運動の花の贈呈式
が行われ、贈呈式後、袋入り花の種とメッ
セージをつけた風船を飛ばしました。

「人権の花」運動
　6月 4日、富士川町建設安全協議会
（井上和夫会長）は、ボランティア活
動の一環として町道青柳横通線の植樹
帯の除草作業と花植えを行いました。

植樹帯を整備

高速道路の無料化社会実験（中部横断自動車道無料）
休日特別割引の地方部上限 1,000 円　6/19 で終了しました
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　6月 8日、街路金手小林線が開通しました。（国道 52 号交差
点から町道青柳長沢線までの間）

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　渡邊久弥様（青柳町）
　亡父、宣治様のご遺志により、町の振興のために
一金　　10 万円　樋口幸德様（最勝寺）
　亡父、幸二様のご遺志により、町の振興のために
◆社会福祉協議会へ
一金　　20 万円　依田みどり様（長沢）
　亡母、とく様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　渡邊久弥様（青柳町）
　亡父、宣治様のご遺志により、町の福祉のために

戸籍の窓
自 5月 1日　至 5月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 小　　　林 深 　優心 （ゆうしん） 男 満
 長　　　沢 桑田　夢奈 （ゆ　な） 女 健　一
 大　　　椚 岩井　小桃 （こ　と） 女 良　介
 本　町　 1  伊東　美海 （みうな） 女 大　介

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 天 神 中 条 五十嵐義也 由香利 （ 古 屋 ）
 小　　　林 志村　春樹 みどり （ 奥 山 ）
 長　　　沢 初鹿野　実 友　梨 （ 大 堀 ）
 青　柳　町 𥸮田　　彰 かおり （ 米 長 ）
 本　町　 4  大森　瑞己 恵里佳 （ 相 川 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 樋口　 二 81 幸　　德
 〃 大森みつぎ 87 正　　司
 〃 宮澤　　  73 英　　史
 天 神 中 条 長 　芳三 91 良　　人
 〃 長 　　等 82 多 喜 江
 〃 神山　一男 88 一　　弘
 𣇃　　　米 山本　一惠 93 一
 小　　　林 秋山まち子 79 勉
 〃 深 ふくよ 85 恒　　一
 長　　　沢 穐山　　一 63 伸　　司
 青　柳　町 仙洞田要三 86 正　　二
 〃 野口きみ江 92 長 輝雄
 〃 大森　定郎 90 一　　男
 〃 月　英文 71 政　　
 平　　　林 神田とし江 92 恒　　良
 小　　　室 樋口ま 乃 91 幹　　夫
 本　町　 1  矢野　友吉 80 健　　一
 中　　　部 依田ハルヨ 92 博　　明

ひとのうごき（ 6月 1日現在）
人　口 16,603 人 （－  8）
　男 8,081 人 （－  7）
　女 8,522 人 （－  1）
世　帯 6,165 戸 （＋  2） ※ (　)内は対前月比

8月 1日から役場の業務時間が変わります
～閉庁時間が 5時 15分になります～

　町では、東日本大震災の影響による電力不足に配慮した節
電対策と国、県に準じて、職員の勤務時間が 8時間から 7時
間 45 分に短縮されたことから、閉庁時間を午後 5時 30 分
から午後 5時 15分に変更いたします。
　なお、各種証明の電話予約や宅配サービスは、今までどお
り行いますので、ご利用ください。

夏休み「きこえ」と「ことば」の相談会のお知らせ
　お子さまの「きこえ」「ことば」のことで不安はありませ
んか？　専門の教員がご相談に応じます。来校されるのが難
しい方は、電話やメールでの相談も受けております。
　※この相談会は、本校への入学相談会ではありません。
◆日　　時：7 月 13 日（水）～ 7月 16日（土）
　　　　　　午前 9時から午後 5時まで
◆会　　場：県立ろう学校（山梨市大野）
◆対　　象：0 歳児から
◆相談費用：無料
◆申し込み方法： 事前に電話か FAXで日時を予約してくだ

さい。（ 7月 8日（金）午後 5時締切）
◆問い合わせ先： 県立ろう学校　きこえとことばの相談支援

センター
　　　　　　　　☎ 0553－22－1378
　　　　　　　　FAX 0553－22－6419
　　　　　　　　Mail sodan@rogako.kai.ed.jp

 夏の Eye 愛ひとみ相談会 
　お子さまの見え方について不安を感じている方、成人され
てから目に障がいを持ち悩んでいる方など、目のことでお悩
みの方はお気軽に相談ください。
　※この相談会は本校への入学相談会ではありません。
◆日　　時　 7 月 9 日（土）、10 日（日）、8月 27 日（土）、

28日（日）
　　　　　　時間はいずれも午前 10時から午後 3時まで
◆会　　場　県立盲学校（甲府市飯田）
◆相談費用　無料
◆申し込み方法　前日までに電話で申し込みをお願いします。
◆問い合わせ先　県立盲学校　Eye愛ひとみ相談支援センター
　　　　　　　　☎ 055－226－3361
　　　　　　　　FAX 055－226－3362
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八雲池のつつじが満開の光景
小室の八雲池では、色とりどりのつつじが満開になり、訪れる人々を楽しませていました。（5月 26日）

1 歳くらいのかわいい写真を募集しています。

杉山　　圭
けい

くん
（ 1歳 3ヵ月・本町 1）
父　チェングボブさん・母　みづきさん

秋山甲
か
斐
い
斗
と

くん
（ 1歳 1ヵ月・本町 1）
父　秀昭さん・母　美佐子さん

丸山　寧
ね
音
ね

ちゃん
（ 1歳 1ヵ月・青柳町）
父　雅之さん・母　千尋さん

石黒　　樹
いつき

くん
（ 1歳 1ヵ月・大椚）
父　幹さん・母　綾見さん
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集
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行
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